
万
陽

　
万
陽
は
棒
鋼
切
断
機
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
切
断
精
度
の
向
上
を
目
標

に
急
テ
ン
ポ
の
開
発
を
進
め
て
い
た
。

２
０
１
０
年
に
発
表
し
た
ア
ッ
プ
ホ
ー

ル
ド
式
拘
束
装

置
に
よ
り
、
ビ

レ
ッ
ト
の
直
角

度
の
画
期
的
向
上
を
実
現
。
昨
年
、
ダ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ド
式
ク
ラ
ン
プ
装
置
を
開

発
し
た
こ
と
で
、
切
断
時
の
材
料
跳
ね

上
が
り
を
解
消
し
た
結
果
、
切
断
ビ
レ

ッ
ト
全
般
に
わ
た
り
重
量
の
均
一
性
向

上
を
可
能
に
し
た
。

　
す
で
に
同
社
は
、
小
型
か
ら
１
万
３

０
０
０

級

１
５
０

切
断

径

の
大
型
切

断
機
に
ま
で
こ

れ
ら
最
先
端
技

術
を
導
入
し
て
お
り
、
国
内
外
で
の
最

新
型
機
の
販
売
実
績
を
急
速
に
伸
ば
し

て
い
る
。

千
代
田
工
業

　
千
代
田
工
業
は
パ
イ
プ
加
工
機
の
総

合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
「
曲
げ
る
・
拡
げ

る
・
切
る
・
測
る
」
を
基
本
と
し
、
パ

イ
プ
の
切
断
や
切
り
口
を
ひ
ろ
げ
る
、

絞
る
、
曲
げ
形

状
を
測
る
な

ど
、
前
後
工
程

も
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
測
定
検
査
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
至
る

ま
で
の
自
動
生
産
ラ
イ
ン
を
提
案
し
、

顧
客
の
生
産
現
場
の
無
人
・
省
力
化
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
同
社
は
２
０
１
２
年
度
中
に
も
タ
イ

の
新
工
場
で
、
機
能
を
絞
り
込
み
価
格

を
下
げ
た
パ
イ
プ
加
工
機
の
生
産
体
制

を
整
備
し
、
稼

働
さ
せ
る
。
将

来
的
に
は
先
進

国
向
け
の
ハ
イ
エ
ン
ド
機
と
新
興
国
向

け
の
普
及
機
の
両
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
図
る
。

京
葉
ベ
ン
ド

　
京
葉
ベ
ン
ド
の
新
製
品
「
Ｓ
Ｂ
Ｃ
シ

リ
ー
ズ
　
Ｃ
Ｎ
Ｃ
左
右
曲
げ

型
ベ
ン

ダ
ー
　
回
転
引
き
曲
げ
方
式
３
段
金

型
」
は
、
回
転
引
き
曲
げ
方
式

ド
ロ

ー
ベ
ン
デ
ィ
ン

グ
方
式

を
採

用
し
、
左
右
曲

げ
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ン
ダ
ー
の

特
徴
を
持
つ
パ
イ
プ
ベ
ン
ダ
ー
。

　
左
右
の
曲
げ
方
法
を
順
序
よ
く
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
製
品
の
加
工
済
み

側
を
上
方
に
逃
が
し
、
機
械
と
の
干
渉

を
防
ぐ
。
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
曲

げ
半
径
が
通
常
よ
り
大
き
い
大
Ｒ
曲
げ

機
能
も
追
加
で
き
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

い
曲
げ
も
行
う

こ
と
が
で
き

る
。
従
来
の
シ

ン
グ
ル
ベ
ン
ダ
ー
で
は
曲
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
製
品
や
デ
ザ
イ
ン
の
加

工
が
可
能
。

加
工
効
率
の
向
上
や
切
り
く
ず
発
生
の
抑

制
、
加
工
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
へ
の
対
応
か
ら

薄
肉
化
が
進
む
丸
鋸

神
谷
機
工
提
供

　
切
断
機
・
ベ
ン
ダ
ー

曲
げ
加
工
機

・
端
末
加
工
機
は
パ
イ
プ
や
板
材
、
棒
材
を
切
る
、
曲
げ
る
、
絞
る
と

い
っ
た
製
品
・
部
品
製
造
の
工
程
に
欠
か
せ
な
い
機
械
。
幅
広
い
産
業
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
各

社
は
高
精
度
化
や
、
高
速
化
に
よ
る
作
業
の
効
率
性
な
ど
を
追
求
し
た
加
工
機
械
の
開
発
、
提
供
を
通
じ
て
モ
ノ

づ
く
り
の
根
幹
を
支
え
て
い
る
。

切
断
機
・
ベ
ン
ダ
ー
・
端
末
加
工
機

主
要
各
社
の
製
品
＆
技
術順不同

モ
ノ
づ
く
り
の
根
幹
支
え
る

企
業
紹
介
、
次
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く
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金
属
や
樹
脂
の
切
断
に
は

刃
物
や
プ
ラ
ズ
マ
・
ア
ー
ク

切
断
を
は
じ
め
、
レ
ー
ザ
ー

や
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、

プ
レ
ス
に
よ
る
せ
ん
断
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

る
。

　
な
か
で
も
板
材
や
パ
イ
プ

材
の
切
断
で
は
丸
鋸
に
よ
る

切
断
機
が
主
力
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
加
工
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
高
精
度
・
高

速
化
へ
の
対
応
だ
。

　
丸
鋸
切
断
機
で
は
高
速
度

鋼

ハ
イ
ス

な
ど
を
採
用

し
刃
厚
を
薄
く
す
る
薄
肉
化

し
た
丸
鋸
が
増
え
て
い
る
。

刃
を
薄
く
す
る
と
、
ワ
ー
ク

と
の
摩
擦
抵
抗
が
減
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
切
断
ス
ピ
ー
ド

を
向
上
で
き
る
。
切
り
く
ず

の
量
は
刃
の
厚
さ
に
比
例
す

る
た
め
、
そ
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
。

　
ま
た
、
せ
ん
断
機
メ
ー
カ

ー
で
は
精
度
を
高
め
る
た

め
、
材
料
を
下
部
か
ら
支
持

す
る
機
構
を
開
発
す
る
と
こ

ろ
も
。
切
り
く
ず
は
発
生
し

な
い
が
、
切
断
面
が
粗
く
な

っ
た
り
、
衝
撃
で
材
料
が
ゆ

が
む
場
合
が
あ
っ
た
課
題
に

取
り
組
み
、
切
断
精
度
を
高

め
て
い
る
。

　
切
断
機
を
め
ぐ
る
対
象
市

場
で
目
立
つ
の
は
、
自
動
車

と
と
も
に
、
軽
量
化
が
追
求

さ
れ
て
い
る
航
空
機
分
野
を

見
据
え
た
動
き
。
機
体
の
軽

量
化
に
関
連
し
て
導
入
さ
れ

た
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

へ
の
対

応
だ
。

　
厚
さ

の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

材
を
切
断
で
き
る
切
断
機
の

開
発
企
業
は
、
航
空
機
部
品

向
け
の
同
材
料
の
大
型
化
に

対
応
し
た
。
直
径

の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
イ
ー
ル
で

切
断
す
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
イ
ー
ル
を
使
っ
た
一
般
的

な
切
断
機
は
最
大
ホ
イ
ー
ル

径
が

が
主
流
で
、
加

工
で
き
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
厚
さ

６

前
後
だ
っ
た
。
加
工

対
象
物

ワ
ー
ク

を
乗
せ

た
テ
ー
ブ
ル
が
動
き
、
自
動

切
断
で
き
る
機
能
を
搭
載
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン

富
山
県
魚
津
市

は
ノ
ズ

ル
径
が
０
・
３

と
極
め

て
細
く
、
極
細
切
断
が
で
き

る
研
磨
材
混
入
式
ウ
オ
ー
タ

ー
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ッ
タ
ー
を
開

発
し
た
。

　
ノ
ズ
ル
径
が
細
い
こ
と
か

ら
、
熱
影
響
や
騒
音
を
低
減

で
き
る
の
が
特
徴
。
超
高
圧

水
を
発
生
さ
せ
る
ポ
ン
プ
に

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
採
用

し
、
高
精
度
な
圧
力
制
御
を

可
能
に
し
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
や

ガ
ラ
ス
、
チ
タ
ン
な
ど
の
精

密
加
工
に
適
し
て
お
り
、
航

空
機
の
ほ
か
医
療
分
野
も
対

象
市
場
と
し
て
見
据
え
て
い

る

月

日
付
日
刊
工
業

新
聞

。

□
　　■
　　□

　
ベ
ン
ダ
ー
は
パ
イ
プ
や
線

材
な
ど
に
連
続
的
に
圧
力
を

か
け
て
、
設
定
す
る
形
状
に

加
工
す
る
。
試
作
品
、
少
量

生
産
対
応
の
手
動
式
が
活
躍

す
る
一
方
で
、
３
次
元
複
雑

形
状
を
連
続
加
工
で
き
る
ニ

ー
ズ
向
け
に
数
値
制
御

Ｎ

Ｃ

タ
イ
プ
が
普
及
。
Ｎ
Ｃ

は
作
業
効
率
の
効
率
化
や
高

精
度
化
に
寄
与
し
て
き
た
。

シ
ス
テ
ム
化
も
追
求
さ
れ
、

端
末
加
工
機
と
曲
げ
の
連
携

を
可
能
に
し
た
製
品
な
ど
も

販
売
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御

Ｃ
Ｎ

Ｃ

で
は
３
次
元
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
と
、
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
実
際
に
加
工
が
可
能
ど

う
か
も
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
省
人

化
と
の
関
連
も
あ
り
、
一
人

で
各
種
の
曲
げ
加
工
が
行
え

る
自
動
曲
げ
加
工
機
の
機
能

も
向
上
し
て
い
る
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
が
、
主
要
対
象
先

で
あ
る
自
動
車
産
業
。
最
近

で
は
自
動
車
車
体
の
軽
量
化

へ
の
対
応
と
し
て
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
製
の
シ
ー
ト
フ

レ
ー
ム
を
製
作
す
る
と
こ
ろ

も
。
重
量
は
鉄
製
フ
レ
ー
ム

の
半
分
と
い
う
。
今
後
の
取

り
組
み
に
は
電
池
重
量
が
大

き
い
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

な
ど
に
は
、
軽
量
化
と
耐
久

性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と

が
不
可
欠
。
こ
の
た
め
曲
げ

方
や
対
応
素
材
の
幅
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
水
素
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

で
は
水
素
供
給

と
発
電
後
に
水
の
排
出
な
ど

で
パ
イ
プ
が
活
用
で
き
る
こ

と
も
あ
り
、
同
分
野
に
か
か

わ
る
開
発
の
動
き
が
活
発
化

し
そ
う
だ
。


